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は しカミき

近年 傍市旬Its活各社の3底地同のmnl.t.¥?ピ γナで進められて必り あたかも時間鏡争の担院があり

ます.また ぷ倒産向に;J<められる条件として問問カf佐内会く見理せるニとがあげられますがそt

は遺務の良鮮な草地左足なる部分が多(，文化財保緩め飯点での側窓を求めちれる砂例が多〈なっ

てまいりました.

1i 梼出 ittllcH底地局の設置工務" 開発前備もl∞"'前後と限られており 調査済手lついて

もかなり知期間lでの対応を求められるなど調査実施の点で悌々な問姐点を合んでいます.そのた

め、今問は、民間の調査会社と広向市文化財聞が共同して鋼査にあたるという l まったく析しい形

惣での調査になりましたがおかげを也らまして照準終了切ることができました.

今回調査を~hーした附i'dí l !1遺協は かつて拠沙門台遺跡毘沙門台東遺跡という広向市被を代裂

する弥生時代自民裕跡の所在地の近〈に位憶してはも町ますが 従来の集裕跡の立地から考えればカな

'i商い楳掲の場所から鶴12されており 1卸会跡の分羽討を考える?えで新たな佼科を加えることがで

きたと宵えるでしょう.

地後に ご協力いただきました関係機間 関係宥の方々ならぴl調査4従'1'していたどいた方々

{摩〈御礼申し上げまψ.

財団法人広尚市文化財団

保式会社パスコ



{伺 " 
， '"必IJ.， l.u~ -r!i安仇Itll<_J安 rrl1$1111所約する おTT ドコモ呼1[')鳩町r旬rl~胤沙門台)1<*川

祈;;l"J.'Jf.I:1字、、実絡された順調:tJli:fI跡の健福.._1t報告みである

Z 現地発姻調合'"泊6'句 t平成 18年 i7J!121rカ勺1..1年8H22U1でおニなった 骸刷.-:!jt

および."，縦:'，'clf(本轡}作成>mは、現地0lIl.*終 j伎にとり治かり 川均 121J:.:0 U 1:終fし

4ド1与を刊行した

3 調企I.1UHHi1人広角市Jヒ化財!舟の術噂のト 刊さ式会社パスコが受~E L . 'J、欄太 郎筒秀男が

制勺した 遭情写真の-"は UI<I!会社 N&N'; J't工 '~J 1在行進~I: t:?JLした

，[ 4'[咋の姻集IJIH侭イ仰がおこ会勺た快1誌はれ" 刷{省主 1取}側部{相2、 1飛jが抑 4ーした

作国IJJ)舟llIffi;佐厳H"Jがれ11gした 遭物万点搬彪LU:r1ll式日I絡がおニ会 ，~/.::
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l はじめに

広P." I; 市h!~，j 文化ス狩 γ商事文化財側句{以下r，1ìh! ~d J) rJ:ド成 18ft:IIJ J7!iに作式会社エヌ

ティ テf ドコモ'1'閃ネ 2 トワ タカら エz テ f テ f ドコそ見沙門台東緑地rJI..I!iil工布1

'In陸地内における均成文化財の/;・量破ぴに取糾いについての照会を受けた 市 I-!;~~ ではニれを受け

て 事東地内の'"地時"及び緑樹調涯を実絡した鮪保 安佐Itllci上安町学胸部lll!:おい てt 弥11:時

代の集滞勝誇 0'郁1!liII:寄与}を鏑包し その行令ド成"年 51Jお日制符した 以後 fid遺跡の

取微いについて協調を恨ねたが 計調変iJlによる~，容の現状f操作"闘・との納治6 遣し 工事清子

に先立って鐙~，綱盆を'.絡し 記録保(fの情慨を湯じることとなった

そこで これを受けて 梓式会社エヌ テ f テ4 ドコモ'1'聞本 y トワークから実慌の工事史

絡を依制された保式会社竹中土木と 発御調住の"型軍縮機を符う財閥U 人L!;~~， lj文化財閥及ぴ実

僚じ発御調査を行ヮ11:式会社パスコが発僧IIIを実施についての拠約を締結L，"地綱慌をオド成 18

~n fJから 81Jにかけて 徹子l鮮の作成金同年 811から 1211にカけてそれぞれ完結したc

"楓飼査の関係荷" 下記のと必りである

調先 '~;i!:持 隊式会社竹中二bt，

開催』体 U!nlf);人広向市文化財川 (剖金持瑚}

調 合実 施 怜式会社パλコ

圃1if!J吋行 -r;品開 (財!羽が人~尚，1;文化財)，6 )

小掬太一 {株式会社ハスコ)

111自ifili!)l(1:正式会社パスコ}

調1f補助n NIIIB ，Ii Jt.隅晦.x! Jll削敏" ..~何内幸)~ t.rm勝

Uclll瑚也子 j修"腹式蔚厳麻子卿際原忠

現池調~か内報告 \，- f'fiOCにいたるまでにはド~の 1i々や機問事司らご教4 ご治力をいた"いん

記して強紺巾し 1:1rる

能川iF.L..!池之抱1ft:伊雌強})陥110'{.H ト侃径約熊野氏郎小掬 '!ラコ i何J~rl' 清水!!f îfì

"製濯4院 長/i紀 F 編家;11:= お川"舜脇駈此"株式会社klF.制I. 11:式会社竹'1'1本財i丹

i};人U品，1iンルパ一人IH〆ター Cフγクトリ お隣健政怜式会社
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2 Wi部山.ill跡の立地と環境

111南部111遺跡の位献と地形

刊'"山遺初刊本u二ぬ，li安佐itm:上古賀T子l何奴:nllニjJf'{作する 湿跡は撤現IJIitI西側約l制 慨符 220m

前後の比般的広いテラス状になっλ 足似 U~佐世している .M'n'I~I ;t l位沙門ず?問地カ旬、がっている

1旬開}j向l玄武HlI1iに対wil，I街畑にはU向l行街から広向向 江閥均まで拠弊が広がる立地である.

i1い換えれ"広向湾の鮫奥部I~ J，たリ か'吋';~~t係から ili流してくる大'"川と聞からの"!i":川のイ7i底

地点でもある 現官では山間部への入円といった印象をも企れがちなこのあたりではあるが弥生

時It則の'"包汀線も泣く(向下品wlれまさに海陸交通の要所を限 FにしたH.il地であるといえよ

ヲ.

現在逮1跡 fI~ 1.1広大な問地が広がっており その"渇からt'.傾舗のm上に遺跡"耳地している.

ζれは 1貨当0年代の問地造成μ よって大きく地形カ改変されたためで 本来の鍛仰は拠なっている

旧来の本活務は、安川河伶まで烈りH:していた権現山から派生した丘陵の上部tあたる この丘陵

には小さな合が入り込んでおり 現砲でもわrカに残ヲているが開鎗以前は排作地として利'"さ

れていたようである.また このような谷地上諸相対抗1100m近"でおよんでおり、今でも均

水している谷頭は今回調査地点t退後している.

( 2) 川辺の遺跡

本遺掛 Fの見沙門i1t羽地造成時には I.U~市会 ft来場る集ílf勝である. 胞沙問白遺跡の陀沙門"

i!ii1i跡が発見されている 110'$111遺跡はこれ勺の遺跡と近修していたニとになる 今年l一地沙1・Jf1ln
'"は問ーの陪住健日必していた可能性カ怖い.加えて 今回潤"地より向い方向仁も悔恨lま比

較的緩やかな'"釣で湿なっていることカ句、さらにその髄聞は応快l沿って選うよう l鉱がってい

るものと見る ζ とができる 今剛はわずかな胃炎範凶となったこk治ら刷凶の状院は不'11ではある

が み"はこれらの広い遺跡の 得分とと勺えたほうが良いであろ?

悦，<.'r.を少し広げると み;jj'l跡がある繊.sJJIJ山修は広向市内でも特に多〈の遺跡が管"する地..の

ひとつである特に山錐'"耐閉め大川川に而したー僻には古'"が集中していること泊施1りれている.

さ勺には 川酬の山鰍能分で也弥't-8ttt時代を'1'.(..1:して多くの遺跡が錐包きれている.また附

凶のIUJj'(に!J.'l'世山織守容が多く信認されている.-1j それらに酬まれた低地侃分では 早〈カら

附発がH臨んだこともあったためか現在のとこる遺跡の碓包は遊んでいないよ?であるが 多〈の温

務がrr:{f:していた可能性"向い

-3-



-，ー



'12図 市稲山温跡の依置と周辺地需
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3 淵査の概控

(IJ 矧在Jidと経過

ヨド凋作は 梅市首"話』在地 ~J~ttに伴っておこ会われたもので 対象止な。た面的" 政権悲縫 E

"および同会続投工Z川ー伴う 95II'!であった..lJU抽は全くの山林であったが対鋭範圃}者?は比較

的傾紛も織やかで平J!ll伝っていた縮分もある.I武裕司岡貨によ って対象のほ11'1'央付近平氏Iml!ニill

拘跡とみられる遺憎が確僻されて"り 残土の堆舗も薄いこ t~どから 伐探焚土処刑かh紘般

事でIjl!盆て人1Jによっておニなった.なお 均陸上の僚出必よぴ機材停の徹入/BIJ:口μのために似

"されたそノレールおよびそれ1よって般入された"慨を徳川した

伐保および興局への進入路銀飾 り!(I支そノレ』ル位置終rt: 1~って ま渇61J'7Hll日機材を運

ぴJ:lfた.望日直ちに猷鋸トレノチの(11槻阿測をおこなって土府状泌を確'"金 11土除Lじとりかかっ

た.後土"大都分が絡み合った水際と腐鍛 tで令て Hい震でaらったため健会f'，Y，労した.焚j除去後

比般的やわらか会第2駒を慎煎l姻り下げ遺情傭膨をM臨めた.也物跡と見られる遺構 l必 ("形あ

るいは可淀形の土杭プヲ〆を敏基，.，，，してそれぞれ簡略査を温めた.掘り下げた也は智憾の t;d誕地ら多

叙の住穴、円形 1枕、日間および媒精とみられるaみなどを刷』した.また述物相前聞に篠して川

形土抗プラン全検出した。なお それまでに検出していた土坑のうら 今闘梢1¥';'(7)術 !号土枕以外

は調査の結" 本似勝型炉の非泣備と判断した.

盆休院般の 1211鋼資総聞全体の遺情金五憎して 全体のio'l栂 ~H~搬~ . i珊ii，をおニなった

n日機材の徴収をおこない現地欄査を全て終了した.

その後遭拘および調査資料の蛇理調交に泊予 し 制自体作成作業にもとりかかった (21) 20日

報告件 (本将)を刊行し 全ての作1震を終 fした.

(2) 法本絹防， (第3悶)

銃砲トレンチ西般を}.t;ィド栴停として例示する.

IDI柑決 1:. 本側刷業土.，体とし地山州都土がそれに混ざりこむ.

第21M i.5YRfレb慌色を援する砂崩.しまり納快ともi低く 地山崩fS.tを色体と uド似がお干

入る.;n物包含附.

羽目3府 組山.いわゆる挺砂止.温情穣毘面i.Ii~終組包而.

o 
L 

2・

2 

2 

第3図 必本絹fr.l彊

-6-
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4 辿j，YJと泣物

0) 竪穴i十J百跡(官官5問)

鯛先隠の'"ま中央で検iIIした住陪跨応製機線』あたる郁分のlU!1)jには硬〈脆い引鍵を 都合ん

でいるが そニをしっかりと僧り必み丙墜としている."而が遺作する遣備の両北半分01)111鯛務分

では緬 深さと也わず訪ではあるが際.を飽臨することができた.-1i 仰向の低い1何側は傾斜"

従ぃ刷議しており自慢面は遺uして必らず '"耐をも 航消央している

記糊した時点でこの盈婦の1'- 11話路引S間九1a，状と<ヮた. トレンナ瞭耐と活情~耐が.lRなる肝-c

な部分を姻り過ぎてしまったことカら、本来は川形t!i!するものであったものとみている

主悦穴1;1:11'1円形状の平耐形を位する添いものが4本ほ"簿問慨に配列しているのが見て取れるー

その他にEド央郎を取り捌むようにほぼドl形に配列された小形ピット 10棋はど その配列から外れ

たものがfûJi錨Uできた. 配列~kiltからみて全てが同時N訟のセットとが号え緩いが j色村八と墜

，.に"艇がみられないことカらuの京似や大きな悠仔えなどを疏うニとはできない。

H主火の漂さlよ P 1. 53c恥 P 2. 58c払1'3 別冊、l''1 弱"を"る.

温情中央侃にドl形状の花みが三つ迎な。ており健土など"錨"できなかったが炉怖とみられる.

.た 北側の型車両近く I~ 1.1円形の説みがある.

康面内北銅tW碕"縄外カら1'1形の2サ 3I}J:t}(を後山した 3ザ上JJtは住府跡?質上第2mが

そのまま~鍵して土坑成締まで地摘しており。本建物院に伴ヮ床面 I: Jiiであゐヲ. また、"隆副何"

に復しで検削した 2->J土抗も積土はほぼ同一であり 陪般の処沙門1'.1%遭跡などでもいくつカ吻鮫

，.がある建物外噌に織した円形土j凡である.ただし 也物防隊耐レベルでもゐる 2り上坑プラン錐

也闘においてちょヮど注物跡駅前ヲイ/に沿うよう l配討されたf'，機数点を械山した 向僚が旭物

日.ru材の遺作物であり かつある削笠滞位置を保っているものと肝偏すれば 第21}上J;'(はw物跡

より占い遺構になる.

住 l奇跡の積土"以下のと必 'J鋭療できた.

雌よ 1 7.5YR6/6笹色をj基調とする砂防.いわゆる持砂.1:.しまりは将極 相性はない.をと

して地山崎1i1品土から情ほされ、木似が入り込むo )!;イド制作都11府と同一ー.-rn'鉱の;n物を包合唱る

際上2 7.5YR5/3にぷい悩色合必"とする砂敏子 納性伝どは Iと向憾であるが全体的l

防い色凋でより際線にしまる.また桝 t令体μ5開眼の吻j尚色1:10:1が水平鱗状に可H:eすることがr，
"できることカら 人~的に洩め"'きれた附 tであると貯えている.

，"2述のu，り 、被 1:I 1 .1~本附n; 1婦と 1.. 1-， 1質上 21.1人"的l桜め民されたもので、上述した

2A初土坑槻上にも同じ陶土が観"できた.従って *Ul物船主}却もfzめて人削Jに州め良され

たあと伐った血みに 胤刊から蕊み桝昨都1Ik!上がn然地備して組没したものと母えることがでさ

る

，-
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出1遺物 {第7悶 1-4) 

出土遺物はいずれも上"小片で口線都鍍片を4点図化した.11;1*形土首長破片.受納し称化して

いる. 口線繍鰐"肥~'lL角張る. 1条巡る.mJ憶にはカすかな まえ 到矧郁直下には"っきりし

た沈般が滋る.2も...口存協に iよ"ははっきりした沈線が3条巡りニれも"被る.ロ緑宮市はfくJ

の平状に胤曲 L，M偲下には刷毛状工具絹綿{よるものとみられる刺食文が施される.3は口線渇

協が幽線的に踊墜され '"都下にはハケHがみられる."ま保耐直上カらの出土。口線'""のみの

小/¥..繍僻がわずカに荷車〈なる.

( 21 土 坑

鱗 i号土坑 (都61'"
建物鯵の閥陸部分にあて2たqJaEを挟んだ酋鯛ι検出した.上鎗径1;1I m前後湿布する泌さは0.6

m前後を湖った.底商が1障子広がりわずかにオーパーハングする都分もある.遺物は土訟の綱片の

み悶化はできなかった.

自民 2~}土坑第 3 .1}土杭

旭物跡とー録して"".

。

⑥ 
a 

A" L:221. (l(loo 

2・
第6園 第 1.j:}土坑喋測凶
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(3) 巡構外出土遺物〈第7図5- 10) 

茨土"よぴ標指土府節2胸からの遺情外出土遺物を-t，Jiする。

5 . 61ま勿 ιu輩. 7は鎗入陶磁器とみられる.小陣形を呈するものとみられ 口総繍協は組い

がはっきり外反し 縦方向に此線を絡す.柚繋は簿級色を姥色する.8 . 9は製出土器である六

迎式土器口線部被片.外而"ー予づくね状で 内町には"ヲ滅するカ刈i臼仰がむ取できる。¥0は磁石.

体部側面i必よぴ先"僚に明他会使m痕が礼られる.また先繍拐には磁打倒も似f，1できる.

戸『 え亡アミ 7司 z C;? 

亡、
rr 寸」ー」 、=オdr• 

陥』園

問

D ~l 口
ヤ 守・

第7図 出土遺物損澗悶
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5 まとめ

南部山遺跡は悌向4∞m肢の倫JJ!山市側中.w:. t::'Ir..s 2'20 mの尾悦上ι草地している。付近では

地位使でのItW_的令弥生時代~務湿勝として気lられる児沙門台遺跡 地沙門台弛迎跡が調査されてい

る。 ニのうら制i告されている陀沙門台東趨跡"尾悦'"都の狭い平製部じ沿って細長〈延ぴる~部勝

で断続的{遺構が散1f.している.今回調"の別協山遺騰の泡構彼自以鬼は まさに陀沙門台東遺

跡の日侃分を切"取ったように銭似している.両遺跡" 前も近い児沙門台東;n跡 B'C地点"繍

付近までで、 I何束力向じ小さな谷を二つ挟んで前線i'E織で4l焔m前後 傑向主は 40!1l悦注と近銀

している。さらには ぷ鰍仙のため時ちかではないが地沙門台東遺跡とほぼ同内"と知られる見

沙門台遺跡とはより返〈 陥似 t平l!!樹が直綬耐湿絡酬に遜じている.こうした地著油旬理，"から

も F句協，'，遺跡の ill物絡は地沙門台遭勝候山句弥生時代後期終末製品の 郁分とみることが可能で

ある.

;n情外出1 遺物として術部~ 駿J，ii土~などが出土した。 よ二れらは一定の時問削はあるもののい

ずれも古代の遺物であり その時削の"情カ域首酬に存在していることを総わせる.俗も 本刻先区

よりlI!に筑<m抑制1'1'，ニ" 治時元年 (11踊 )頃創建と伝え勺れる陀沙門ヨkが.1Jl."{f.でも所従して

いる.ただらに間進づけることはできないが 花の示吸をあたえてくれるものではな泊ろうか.

舵i去にJ、述式 t器色体される製fo1l.!器ついて触れて必さたも、 本来 II Il"H'，~凶告信~備関Mを，'，パL' [ 二

分布するものであり かなりの内隙自信カらも出土することカら使単護連保存~と，え均れている

今副のよ qな広山尚以でのItLts1はほとんど知られてお白うず 現状で"分布の"靖に近いものと宵

えるかもしれない (小川 l係耐.ただし 今阿山 t例のように細川化問減した民斜が多いニとか

勺少五社出上では雌""到織とも官えることから 今後注意が必要な遺物の一つであろう.

。l川容考文厳

'"雌，)< 1締7r ~;~~拠I:J，Htる多年生時代遺跡の調. 冊兜の.状Jr.:.>編組}jリc.党 159.lt制 JX欄IlJi'ど制定合

大崎前:f. '，'1""鰍明 l銑.，~沙門白水遺跡鎗柑綱先制眠、J 広';:'， 1;の文化財司~.18旬" ，山市紋11香"会

4、IH!U何 時櫛 『製出土盤強らみた'"令即応郁の槌伺 Jf九州緩史"興飴“'智治集 2lJ九州M史"斜館

白川- ，四 r);111川ド泌総おける約';00句婦の刷川元について』 問先巡絡は"'脳同法人叫~，11文化

財i川
凶州続人n<ド泡閃セ;-j>"-(I:闘剥..悩 :nJ1 r...闘で弘.，、ぬの貸湿』附i剖法人u本地凶4ヒシタ

~~M胤- 快犯 r 1 11，自語調..の.~悩均 4官l~ Il.blJ B本生 LGの"式悩年 山陶 山険制j本<"

広向，，¥敏ず(，(¥11会副笈泌"広向県辺勝旭閑， ，広島市)J広山県1，(11Itll会
れぬー則 友m ，広ぬR略的 Ijtにお I日弥'1'.時代後削 U'.i事 l 関する一 号電話Jf側ヲ智雄絡詰 ' J 仰川故人~:.Q市文化

財問
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